平成21年をふりかえり by 田中 直子
寄押の励1とE望
平成21年をふりかえり
4階西病棟看護科長　　田中　直子
　平成21年を振返ると，次々と病気で休む職員
が多く，病棟内の看護職員のマンパワー不足に泣
いた1年であった．そのような中，職員は休みを
返上して患者さまに良い看護を提供しようと努力
した．
　病棟の稼動状況は，1カ月間の入院は平均80名
で昨年より2領導であった．少ない，月では62名（昨
年比4名減）多い月は90名（昨年比9法意）であ
った．
平成21年度病棟目標評価と今後の課題
1．適切な医療・看護を提供するための安全な技
術・知識を習得する
　技術の中でも数年前より「ICLS」の研修会
に，全員が習得できるようにと計画的に参加をし
てきた．今年は，4E・5月・11，月と合計7名が
研修会に参加した．しかし，勤務異動等により，
新しく病棟に異動して来たスタッフは研修会に参
加する機会がなかった．そのため，研修会への参
加達成率は88％であった．今後もこのまま研修会
への参加を継続して行く必要がある．
　また，院内全体の研修会・講演会に参加して知
識を向上させるために，一人2回以上の参加を目
標とした．結果的に，今年度は医療安全の研修会，
院内感染対策の講演会，接遇の講演会等全員参加
の研修会が増えたことにより，院内研修会の参加
率が上昇した．
　知識の向上のために，勉強会を各チーム月1回
程度で企画した．参加者はチームのメンバーだけ
の時や，他チームのメンバーを交えて行なった．
病棟全体としての勉強会も行なった．今後も，患
者さまが必要としている医療・看護が安全で確実
に提供できるように研修会に参加し，また，勉強
会の企画や参加をして自己研鎭に努める必要があ
る．
2．退院後の生活を見据えた生活指導を専門部門
と協力して行なう
　当病棟に入院された患者さまの多くが塩分制限
や禁止食：品等，人が「生きる」ために必用な「食」に
ついて理解し，退院後も継続して日常生活を営む
ことができるように援助することが大切である．
退院後に患者さま・ご家族が安心して生活できる
ように，生活指導用パンフレットを用いて，統一
した指導を行い，必要時は継続看護の依頼をした．
　また専門的知識を持った栄養士や薬剤師，言語
療法士等の他部署と協力をして，患者の生活指導
を行なった．今後も他部門と協力して専門的な知
識や技術を提供するために情報の共有と他部門と
の調整をする必要がある．
　平成21年も，看護係長とスタッフの協力で病
棟を運営することができました。特にスタッフの
皆様には長期病気休暇のスタッフが続出して，週
休消化ができない状態の中，TQM活動の継続や，
各委員会の活動等で疲労困億だったと察します．
スタッフの皆様のご協力があってのことと感謝い
たします．
　これからも患者さまやご家族に，質の高い看護
を提供できるようにスタッフと共に日々努力した
いと思います．
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